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〔問①〕記事の内容を整理し、現在の状況をまとめて、（ ）内に適切な文字を入れ
てください。

１.原因（国際情勢）： 中東の（ ホルムズ ）海峡が事実上封鎖され、農林水産業にも
影響が出ている。 

２.影響（コスト増）： 重油価格は今年の2月末に比べて（ ２割 ）近く上昇して、経営を
圧迫している。

３.現場の対策（漁業）： 佐伯市で（ 巻き網 ）漁業を営む漁勢水産は、「確実な場所を狙
う」方法で燃料を節約している。 

〔問②〕この記事では、「農業（ハウスミカン）」と「漁業」の事例が挙げられています。
それぞれの分野において、コスト増に対してどのような「具体的な不安や懸念」が示されて
いますか。記事から読み取れる内容をそれぞれ簡潔に書いてください。

１.農業（ハウスミカン）

重油高騰により、「加温しないとおいしいミカンができないが、経費を考えると使いたくな
い」という、品質維持とコスト削減の板挟みによる収益圧迫の懸念。

２.漁業

燃料高による負担増に加え、今後に必要な重油の量を確保できるかという「調達の不透明
感」があり、漁に出られなくなるかもしれないという懸念。

〔問③〕この記事を踏まえ、大分県の農林水産業が、将来的にこうした国際情勢によるエネ
ルギー価格の変動に左右されにくい産業になるためには、どのような対策が必要だと思いま
すか。あなたの考えを書いてください。

化石燃料に依存しない仕組み作りが急務だ。具体的には、大分の地熱・温泉熱などの自然エ
ネルギーを農業に利用する技術開発と普及が必要ではないか。
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